
は じ め に 
 

 

 この「戸田市の消防」は、令和２年度消防防災・震災対策現況調査を中心として消防現

勢及び過去の消防業務について収録し、消防行政の運営の指針とするとともに、広く一般

に公開するために編集したものです。 

 収録の統計資料は、原則として令和２年４月１日をもって表していますが火災件数・救

急件数等については暦年によるものです。 

 

令和３年４月 

戸田市消防本部 
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戸田市民憲章

わたくしたちは、豊かな荒川の流れと、うるわしい武蔵野の

大地をふるさととする戸田市民です。

わたくしたちは、このまちに誇りと責任をもち、夢と希望の

ある戸田市をつくるため、この憲章をさだめます。

わたくしたち戸田市民は

心をみがき、体をきたえましょう

明るくうるおいのある家庭をつくりましょう

話し合い、助け合いの輪をひろげましょう

自然をまもり、すみよい環境をつくりましょう

教養と文化をたかめ、みのりを未来にのこしましょう

     （昭和５４年１１月３日制定）

（戸田ボートコース）
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戸田市消防訓

わたくしたち消防人は、伝統ある消防精神を重んじ、消防の

誇りと責任をもって市民の負託に応えるため、ここに消防訓を

定めます。

一、一致協同し市民の信頼と期待に応えましよう。

一、常に研さん努力し市民の信頼と期待に応えましょう。

一、健康を保持し市民の信頼と期待に応えましょう。

一、不とう不屈の精神で市民の信頼と期待に応えましょう。

一、奉仕の心を養い市民の信頼と期待に応えましょう。

（平成元年９月１６日制定）

(消防本部庁舎)

(東部分署庁舎) （西部分署庁舎）
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戸田市の概要 
① 位置及び面積

戸田市は、関東平野のほぼ中央、埼玉県

南東部に位置し荒川左岸に発達した沖積低

地にあり東京都に接しています。荒川は戸

田市の西部では北西から南東へ、南部では

武蔵野台地の縁に沿ってほぼ西から東へ流

れおり、戸田市の西と南をＬ字状に二方を

囲んでいます。

市域は東西７．２㎞、南北３．９㎞、総

面積１８．１９㎞ 2を有しています。

② 地 勢

戸田市は、平たんな地形で、古く荒川の

影響を受けて発展してきました。又、荒川

に沿って日本一と言われる静水の漕艇競技

場である戸田ボートコースが東西に２，５

００ｍ延びております。

③ 人口と世帯（令和２年４月１日現在）

人 口 １４０，６４５人

世 帯  ６６，１８０世帯です｡

人口の推移（過去５年） 
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消防機関配置図 

本：消防本部・消防署  大字新曽１８７５－１ 

東：東部分署 下前１－１４－２０ 

西：西部分署 笹目５－９－１ 

１：第１分団 下前１－１４－５ 

２：第２分団 新曽南２－１２－２７ 

３：第３分団 本町２－８－８ 

４：第４分団 中町１－２１－１ 

５：第５分団 川岸２－６－１８ 

６：第６分団 笹目３－８－６ 

７：第７分団 美女木２－２２－６ 
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戸田消防の沿革 
明治１７年  ５月２４日 埼玉県は｢町村之連合｣要領を告示し､戸田地域は上戸田村連合､美女木村連合になる｡ 

明治２２年  ４月２５日 市町村制施行で上戸田村連合・美女木村連合は解体し、戸田村・美谷本村・笹目村に

なる。 

美女木村、内谷村、曲本村、松本新田が合併し美谷本村となる。（５月、秋本康怒氏初

代名誉村長に就任） 

下笹目村、惣右衛門村が合併し、笹目村となる。（５月、江口常次郎氏初代名誉村長に

就任） 

上戸田村､下戸田村､新曽村が合併し､戸田村となる｡(合併当時官選村長､室本喜平氏着

任) 

  ９月      ９月１１日からの暴風雨のため戸田橋付近増水５.１ｍとなり、床上浸水多数。 

明治２３年  ８月２２日 大風雨で荒川増水し水害が出る。（美谷本－浸水３２、笹目－浸水７０、戸田－浸水６

３）。 

明治２４年  ４月 戸田村長に金子良平氏就任する。 

明治２５年  ８月 荒川増水５.１ｍ、床上浸水多数。 

明治２７年  ２月 戸田村消防組結成される。組頭、小頭、消防手の階級に別し警察の補助機関。 

明治２９年  ９月 荒川増水（戸田橋付近で６.６ｍになり被害甚大）。 

明治３１年  ９月 風水害（美女木－浸水４４、流破壊２、笹目－浸水３７、戸田－浸水６３）。 

明治４０年  ８月２４日 暴風雨により利根川、荒川など大洪水。 

明治４１年  １月１４日 成美尋常小学校（現美谷本小）火災。 

明治４３年  ８月１０日 ２日～２０日まで降雨、利根川、荒川筋堤防決壊、極めて被害甚大となる。 

明治４４年  ２月 戸田村長に飯島雄之助氏就任する。 

大正 元年  １０月２５日 笹目村長に江口文助氏就任する。 

大正１０年  １１月２９日 美谷本村長に峯岸倉吉氏就任する。 

大正１２年  ９月 １日 関東大震災（戸田－全壊２６４、半壊２３７、死傷者２、美谷本－全壊１４５、半壊

８６、死傷者８、笹目－全壊１８、半壊６）。 

昭和１１年  ６月１７日 戸田村長に植野助右衛門氏就任する。 

昭和１４年  ４月 １日 １月勅令第２０号警防団令公布施行により、消防組を改組し、戸田村警防団発足する。

組織５分団。 

９月 １日 第二次世界大戦開戦。 

昭和１６年  ６月 １日 戸田村、町制施行。（町長代理助役、清水民之助氏）。 

６月１８日 戸田町制施行により、戸田町警防団となる。 

昭和１７年  ２月２８日 戸田町長に金子庄五郎氏就任する。 

昭和１８年  ４月 １日 笹目村、美谷本村合併、美笹村となる。（１１.５５㎡） 

美笹村長職務官掌に山脇徳四郎氏就任する。 

５月３０日 美笹村長に黒沢三郎氏就任する。 

６月１８日 戸田町長に荘武左衛門氏就任する。 

昭和２０年  ３月 ４日 川岸地区（戸田橋わき）１トン爆弾４発投下死者女性のみ６人。 

４月 ９日 下戸田喜沢地区に焼夷弾投下される。被害なし。 

４月１３日 空襲により道満河岸に焼夷弾投下され、死者２人、全焼３戸を出す。 

５月２５日 美女木修行目に焼夷弾投下され全焼３棟、人員被害なし。 

５月２６日 新曽（下町～馬場）地区に焼夷弾投下される。死者１名、負傷者１名、２０世帯類焼

する。 

７月２７日 上戸田地区焼夷弾投下。全焼１、半焼１。 

８月１０日 下戸田喜沢地区、機銃掃射により１人負傷。 

８月１５日 終戦。 

昭和２１年  ４月２９日 戸田町長に石井正徳氏就任する。 

昭和２２年  ４月 ５日 美笹村長に中村直治氏当選（公選初代）。 

４月 ６日 戸田町長に池上粂治氏当選（公選初代）。 

９月１５日 キャスリン台風による荒川洪水。（戸田－浸水７６、美笹－浸水１２２、流破壊３７）。

１０月 １日 戸田町警防団を改組し、自治体消防戸田町消防団となる。 

１２月２３日 消防組織法（法律第２２６号）が公布される。 

昭和２３年  ４月２６日 戸田町長に吉岡光三氏就任する。 

７月２４日 消防法（法律第１８６号）が公布される。 

昭和２４年  ４月 戸田町消防本部設置条例（昭和２４年条例第５６号）を施行し、戸田町役場（庶務課）
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内に事務本部を置く。 

５月 １日 戸田町長に金子得氏就任する。 

昭和２５年  ４月１０日 美笹村長に霜田米三郎氏就任する。 

昭和２６年  ３月３１日 戸田町消防長に熊木秀吉氏就任する。（非常勤） 

５月 １日 戸田町長に武内勇助氏就任する。 

１１月１０日 美笹村消防団改編式（３消防団２４５人を２消防団２６人で機械化）。 

昭和２８年 １１月 １日 戸田町消防団を改め戸田町連合消防団と改組（団長は消防長、熊木秀吉氏が兼務）。 

昭和３０年  ８月 １日 戸田町長に金子庄五郎（金子得改名）氏就任する。 

昭和３２年  ６月１２日 戸田町連合消防団長、熊木秀吉氏退団する。 

６月１３日 戸田町連合消防団長に神保湖之吉氏就任する。 

７月２０日 美笹村、戸田町合併。第６団、第７団が加わる。 

昭和３３年  ９月１８日 台風２１号で県下暴風雨、荒川、芝川洪水で川口市、戸田町など低地一体が浸水。 

９月２８日 台風２２号（狩野川台風）により戸田町浸水（床上６００戸、床下１,２００戸）、災

害救助法が適用され自衛隊出動。 

昭和３５年  ４月 １日 戸田町消防長に神保湖之吉氏就任する（非常勤）。神保湖之吉氏退団に伴い連合消防団

長に宮永守雄氏就任する。 

昭和３６年  ９月 戸田町消防団常備部を戸田町大字下戸田１３番地に設ける。 

７月３１日 連合消防団長、宮永守雄氏退団する。 

１２月 ２日 連合消防団長に熊木市五郎氏就任する。 

昭和３７年  ８月２３日 美笹中学校（木造２階建）校舎全焼。 

昭和３８年  ７月３１日 戸田町長に野口政吉氏就任する。 

１０月 １日 戸田町連合消防団制を改め戸田町消防団と改組（７団ある消防団を各分団に改める）。

改組に伴い連合消防団長から消防団長に熊木市五郎氏就任する。 

１２月２２日 戸田第２小学校火災（４教室焼失）。 

昭和４０年  ３月３１日 戸田町消防団常備部を廃止する。 

４月 １日 戸田町消防本部、消防署を戸田町大字下戸田１３番地に設ける。 

消防長、神保湖之吉氏署長兼務。消防職員定数２２名。 

８月 １日 消防長補佐、消防署長に斎藤初雄氏就任する。 

１０月２５日 戸田町消防本部、消防署新庁舎落成（鉄筋２階建６３９.９２㎡）。 

昭和４１年  ４月 １日 消防職員定数２６名。 

６月 27～28日 台風４号、災害救助法発動（浸水４,７９５、負傷者２）。 

９月 24～25日 台風２６号（浸水１,３１５、破壊９、負傷者２）。 

９月２７日 消防職員定数３０名。消防団定数１０３名。 

１０月 １日 戸田市制施行、戸田市消防本部、消防署、消防団となる。 

消防署に救急車配置（トヨタマスターライン）、救急業務開始。 

昭和４２年  ３月 日本消防協会より竿頭綬受賞 戸田市消防団 

４月 １日 消防職員定数３１名。 

住居表示施行により、本部、署の地番が戸田市下前１丁目１４番２０号となる。 

１０月３０日 戸田市消防署に化学車配置（いすゞＴＸＧ－２０型）。超短波無線設置、 

基地局１、移動局１（化学消防車）、携帯局１３（消防署、消防団）。 

１１月 ３日 第３分団器具置場新築（木造平屋７５.３５㎡）及び普通ポンプ車（損保号ニッサンＦ

Ｒ－４０型）更新。 

昭和４３年  ４月 １日 消防職員定数４６名。 

１２月２７日 第１分団普通ポンプ車更新（ニッサンＦＲ－４０型）、第６分団器具置場移転新築（木

造平屋７５.３５㎡）。 

昭和４４年  ５月３１日 戸田市消防団長、熊木市五郎氏逝去。 

６月 １日 消防本部、消防署組織改正。 

６月２８日 戸田市消防団長に小山徳次氏就任する。 

１２月２６日 第５分団及び第６分団普通ポンプ車更新（ニッサンＦＲ－４０型）。 

昭和４５年  １月 ９日 超短波無線移動局２局増設（救急車、消防車）。 

４月 １日 消防職員定数４９名。 

７月１１日 第１分団器具置場新築（鉄筋３階建１９２.１６㎡）。 

１０月 １日 消防職員定数７０名。 

昭和４６年  ２月１３日 西部分署起工式。 

３月 ２日 西部分署に水槽付消防ポンプ車配置（ニッサンＦＳ－７８０型）。 

３月１６日 西部分署に救急車配置（ニッサンエコー）。 

３月２７日 第５分団器具置場新築（木造２階建８２.８１㎡）。 

９月 １日 台風２３号８月３１日午後から９月１日未明にかけて関東南部に襲来。（床上浸水４
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１、床下浸水６５７）。 

９月 １日 西部分署、戸田市下笹目２,５７６番地に落成（鉄筋３階建４５９.０２㎡）。 

本署、分署に監視用テレビカメラ設置。 

９月１４日 第７分団器具置場新築（木造２階建９４.９０㎡）。 

１２月 ７日 消防署にポンプ車配置（トヨタＦＣ－１００型）。 

昭和４７年  ３月 １日 消防庁長官より竿頭綬を受賞 戸田市消防本部・戸田市消防団 

４月２９日 元戸田市消防団第４分団長、金子清太郎氏、勲七等旭日章受章。 

６月 １日 消防本部司令車更新（ニッサンセドリック）。 

７月１７日 消防署に総合気象観測装置設置。 

１０月 ９日 消防職員定数７６名。 

１０月２５日 超短波無線基地局１局（西部分署）、移動局２局（梯子車、司令車）増設。 

１１月１４日 本署に指揮車配置（寄贈 ニッサンキャブスター）。 

１１月１５日 本署に３２ｍ梯子車配置（日野ＴＣ－３１１型）。 

１２月２９日 消防庁舎増改築工事着工。 

昭和４８年  １月２２日 消防防災用広報設備設置。 

２月２３日 救助艇用エンジン３台配置（ヤマハＰ－５、５Ａ－Ｌ）。 

７月３１日 消防庁舎増改築工事落成（鉄筋３階建４８７.９６㎡）。 

９月１８日 赤バイ配置（ホンダドリーム３５０㏄）。 

１０月 ３日 消防職員定数８１名。 

１０月２２日 火災・救急通信指令装置（Ｂ級）新設、通信指令室業務開始。 

１２月１８日 赤バイ配置（寄贈 ホンダドリーム５００㏄）。 

昭和４９年  ２月 ９日 野口政吉市長逝去。 

３月 １日 戸田市長に斎藤純忠氏就任する。 

３月３０日 本署水槽付消防ポンプ車更新（日野ＫＬ－３００型）。 

４月 １日 戸田市消防本部及び消防署の機構改革実施。課制施行。 

１２月２４日 バイク２台配置（寄贈 ホンダＣ５０）。 

１２月２５日 西部分署に査察車配置（寄贈 ホンダステップバン）。 

昭和５０年  ２月２８日 第２分団普通ポンプ車配置（いすゞＧ２０１ＦＡ）。 

７月２２日 元戸田市消防団副団長、富沢恒太郎氏、死没叙勲、勲六等単光旭日章受章。 

８月 １日 消防本部次長斎藤初雄氏市長部局出向、市長部局から消防本部次長に小川孝孔氏就任

する。 

１２月２３日 広報連絡車配置（寄贈 ニッサンブルーバードＵバン）。消防職員定数８４名。 

昭和５１年  ３月 ２日 救助艇用エンジン２台配置（トーハツＢ１８Ｃ型１２ＰＳ）。 

３月１０日 消防用サイレン吹鳴装置設置（第２分団）。 

１０月１０日 消防用サイレン吹鳴装置設置（第４分団、第７分団）。 

１１月３０日 消防本部に非常用発電機設置（ＰＤＧ－４０ 出力３５ＫＶＡ ２００Ｖ）。 

１２月 １日 救急車更新（ニッサンキャラバン）。 

１２月１３日 広報連絡車配置（ニッサンキャラバン）。 

１２月２２日 消防職員定数９８名。 

１２月２４日 連絡車配置（寄贈 ホンダシビックバン）。 

昭和５２年  ３月３０日 西部分署にバイク配置（ホンダＣ５０）。 

８月 集中豪雨に見舞われる（床上浸水１７、床下浸水１７７、道路冠水１２０）。 

８月１８日 第４分団中町宿舎増築（木造２階建３４.６４㎡）。 

１０月１４日 戸田南小学校火災（１教室焼失）。 

１１月３０日 西部分署に広報連絡車配置（ニッサンブルーバード）。 

１２月２３日 本署に化学車配置（三菱ＦＫ－１１５Ｆ型）。 

１２月２４日 超短波無線移動局３局増設（ニッサンブルーバード、ホンダシビックバン、化学車）。 

昭和５３年  １月３０日 １１９番同時録音装置設置。 

１月３１日 西部分署に非常用発電機設置（ＺＸ－７５Ｐ３ＢＳ出力６５ＫＶＡ２００Ｖ）。 

２月２５日 消防用サイレン吹鳴装置設置（第３分団、第５分団）。 

４月２９日 消防長、神保湖之吉氏、勲五等双光旭日章受章。 

９月 １日 資機材運搬車配置（寄贈 三菱トラック）。 

９月２６日 消防職員定数１１５名。 

昭和５４年  １月１７日 消防用サイレン吹鳴装置設置（西部分署）。 

３月１３日 救急車更新（トヨタハイエース）。 

３月２９日 救助工作車配置（いすゞＦＣＲ－３７０型）。 

４月１５日 消防長神保湖之吉氏退任。 

７月 １日 戸田市消防長に廣田米雄氏就任する。 
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８月１８日 消防署指揮車更新（三菱Ｊ３６型）。 

１１月 ３日 元戸田市消防団副団長、細野義信氏、勲六等瑞宝章受章。 

昭和５５年  ２月１２日 消防署水槽付ポンプ車更新（いすゞＦＣＲ－３７０型）。 

３月 ５日 消防庁長官より表彰旗を受賞 戸田市消防本部・戸田市消防団 

３月２８日 消防署に訓練塔（鉄骨Ａ塔Ｈ＝１７ｍ、Ｂ塔Ｈ＝１０ｍ）及び車庫（鉄骨スレート平

屋建１１９.６４㎡）落成。 

４月 １日 消防本部次長小川孝孔氏市長部局出向。 

５月２９日 消防本部司令車更新（トヨタクラウン）。 

１０月１３日 西部分署に水槽付消防ポンプ自動車配置（いすゞＦＣＲ－３７０型）。 

１１月２９日 第４分団普通ポンプ車更新（ニッサンＪ－ＦＧ１６０型）。 

昭和５６年  ３月２５日 西部分署増築工事落成（鉄骨２階建１６９.９８㎡）。 

１０月３０日 消防署に救急５号車配置（寄贈 ニッサンキャラバン）。 

１１月２７日 消防署に救助艇配置（船体ヤマハＰ－１７ＣＲＤＸ．エンジンヤマハ５５ＢＥＬ）。 

１１月３０日 消防署救急１号車更新（ニッサンキャラバン）。 

昭和５７年  ７月２０日 「救急の日（９月９日）」及び「救急医療週間」が制定される。 

９月１２日 戸田市少年消防クラブ発足（５６名）。 

９月２７日 戸田市消防団条例一部改正、消防団員定数「１０３人から９４人に」 

１２月１５日 消防本部査察車更新（三菱ミニキャブ）。 

１２月１７日 西部分署に水槽付消防ポンプ自動車配置（いすゞＫ－ＳＤＲ３７０型）。 

昭和５８年  ２月２８日 第３分団普通ポンプ車更新（いすゞＴＬＤ４６型）。 

３月３０日 第２分団詰所兼新曽宿舎新築（鉄骨ＡＬＣ造２階建１２８.８８㎡）。 

１１月１０日 第１分団普通ポンプ車更新（三菱Ｐ－ＦＥ１４４Ｂ型）。 

１１月１６日 消防本部査察車更新（ニッサンダットサンバン）。 

１１月２９日 換地処分により、西部分署の地番が戸田市笹目５丁目９番地の１となる。 

１２月 １日 戸田市防火基準適合表示要綱施行。 

１２月１７日 消防署に大型水槽車配置（ニッサンディーゼルＫ－ＣＶ４５Ｌ型）。 

可搬ポンプ積載車更新（いすゞＰ－ＫＴ２６型）。 

１２月２３日 消防本部に連絡車配置（寄贈 トヨタスターレット）。 

昭和５９年  ５月３１日 消防本部にバイク配置（寄贈 スズキジェンマ）。 

１１月 ３日 元戸田市消防団第５分団長、高橋森造氏、勲六等単光旭日章受章。 

１１月２７日 消防本部広報連絡車更新（財団法人日本防火協会より寄贈 トヨタハイエース）。 

１１月２９日 西部分署救急３号車更新（トヨタハイエース）。 

昭和６０年  ２月 ８日 西部分署にバイク配置（ホンダタクトフルマーク）。 

３月２７日 救急波複信用設置（基地局１、移動局４）。 

３月２８日 第５分団及び第６分団普通ポンプ車更新（三菱Ｐ－ＦＥ１４４Ｂ型）。 

９月３０日 埼京線開通。 

１１月 ３日 元戸田町消防団副団長、駒崎嘉一郎氏、勲六等単光旭日章受章。 

１２月 ２日 西部分署広報連絡車更新（トヨタコロナ）。 

昭和６１年  ２月 ６日 消防本部消防総合通信指令システム（Ⅱ型）更新。 

３月２８日 消防署水槽付ポンプ自動車更新（三菱Ｐ－ＦＫ４１６Ｆ型）。 

４月２３日 消防本部に庶務連絡車配置（寄贈 ニッサンサニー）。 

５月２８日 消防本部司令車更新（トヨタクラウン）。 

昭和６２年  ３月２５日 第３分団詰所兼本町宿舎新築（鉄骨ＡＬＣ造２階建１３２.７５㎡）。 

４月３０日 戸田市消防団長、小山徳次氏退団する。 

５月 １日 戸田市消防団長に武内福男氏就任する。 

８月 １日 消防本部署機構改革実施。 

９月 ４日 消防テレホンサービス、地図検索装置新設。 

９月１６日 「１１９番の日（１１月９日）」が制定される。 

１１月３０日 第７分団普通ポンプ車更新（三菱Ｐ－ＦＥ３３５Ｄパワーゲート付）。 

昭和６３年  １月１０日 戸田市自治体消防制度発足４０周年記念式典。 

３月３１日 第４分団詰所兼中町宿舎新築（鉄骨ＡＬＣ造２階建１３４.８２㎡）。 

戸田市消防長廣田米雄氏退職。 

５月 １日 戸田市消防長に秋元金一郎氏就任する。 

９月 ６日 西部分署資材運搬車更新（三菱Ｐ－ＦＥ３０５Ｂパワーゲート付）。 

平成元年 ３月３０日 消防署に救急６号車配置（寄贈 ニッサンキャラバン）。 

３月３１日 第６分団詰所兼笹目宿舎新築（鉄骨ＡＬＣ造２階建１３５.２８㎡）。 

６月２８日 消防本部新庁舎起工式。 

９月１６日 戸田市消防訓制定。 
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１０月 ５日 西部分署に１５ｍ梯子車配置（三菱ＦＫ４１７Ｅ型）。 

１１月 ３日 元戸田市消防本部警防課長、須永實氏、勲六等単光旭日章受章。 

１１月１３日 消防署指揮車更新（ニッサンローレル）。 

１１月１７日 全国火災予防運動の実施期間の見直し。 

春季全国火災予防運動３月１日～３月７日。 

秋季全国火災予防運動１１月９日～１１月１５日。 

１２月１３日 消防署化学車更新（三菱Ｐ－ＦＫ４１７型）。 

平成２年    ３月３１日 戸田市消防長秋元金一郎氏退職。 

３月３１日 消防団員の定年制を導入する。 

４月２９日 元戸田市消防団副団長、細田善七氏、勲六等単光旭日章受章。 

５月 １日 戸田市消防長に山岡茂夫氏就任する。 

９月３０日 消防本部新庁舎竣工。 

１１月 １日 消防本部新庁舎業務開始。 

消防署東部分署発足。 

１１月２７日 首都高速道路開通（戸田南ランプ～高島平ランプ）。 

１２月 ６日 消防本部新庁舎落成式。 

市民防災教室公開。 

１２月１８日 第２分団普通ポンプ車更新（三菱Ｕ－ＦＥ３３７Ｂパワーゲート付）。 

平成３年 ３月３１日 戸田市消防団長、武内福男氏退団する。 

４月 １日 戸田市消防団長に秋元利夫氏就任する。 

４月２３日 救急救命士法（法律第３６号）が公布される。 

９月１８日 台風１８号による集中豪雨。（床上浸水４３、床下浸水８９、河川溢水５、道路冠水７

１）。 

１０月１４日 消防署梯子車更新（３５ｍ・三菱Ｕ－ＦＵ４１６Ｎ）。 

１２月２４日 消防署水槽付ポンプ自動車更新（日野Ｕ－ＧＤ３ＨＧＡ改）。 

平成４年 ２月２０日 西部分署救急３号車更新（トヨタハイエース）。 

３月３１日 戸田市消防団長、秋元利夫氏退団する。 

４月 １日 戸田市消防団長に石田昭三氏就任する。 

４月２３日 消防本部に庶務連絡車配置（寄贈 ホンダレジェンド）。 

１０月３０日 消防本部査察車更新（ニッサンラルゴバン）。 

１１月 １日 高速道路救急隊発足。 

１１月２７日 東京外環自動車道路開通（三郷～和光）。 

平成５年 １月１８日 消防署に救急車配置（寄贈 トヨタハイエース）。 

２月１７日 消防署に救助工作車更新（日野Ｕ－ＧＤ３ＨＧＡＡ改）。 

３月２９日 東部分署救急２号車更新（ニッサンキャラバン）。 

３月３１日 戸田市消防長山岡茂夫氏退職。 

３月３１日 戸田市消防団長、石田昭三氏退団する。 

４月 １日 戸田市消防団長に金子富男氏就任する。 

消防職員定数 １３９名。 

５月 １日 戸田市消防長に恩田祐二氏就任する。 

９月 １日 七都県市合同防災訓練が埼玉会場として戸田市において開催される。 

１０月２９日 消防本部査察車更新（トヨタカローラ１５００バン）。 

１１月 ３日 元戸田市消防団長、武内福男氏、勲五等瑞宝章受章。 

１１月 ５日 第４分団普通ポンプ車更新（三菱Ｕ－ＦＥ３３７Ｂパワーゲート付）。 

１１月２９日 戸田市自治体消防制度発足４５周年記念式典。 

平成６年 ３月３１日 戸田市消防長恩田祐二氏退職。 

５月 １日 戸田市消防長に瀬川岩男氏就任する。 

７月２１日 第５分団詰所兼宿舎及び単身者用宿舎（川岸宿舎）新築（鉄骨ＡＬＣ造２階建２４６．

７９１㎡）。 

１１月１１日 西部分署普通ポンプ車更新（三菱ＦＫ６１８Ｅ）。 

平成７年 １月１７日 阪神淡路大震災発生。 

３月１５日 第７分団詰所兼消防職員待機宿舎新築（鉄骨ＡＬＣ造２階建１３９.４８㎡）。 

９月 ５日 災害支援車導入に伴い、消防庁の緊急消防援助隊の登録に基づき緊急消防援助隊登録。 

９月２５日 消防本部火災現場指揮車更新 （ニッサンＥ－ＦＥＧＥ２４）。 

平成８年 ２月 ７日 災害支援車配置（日野ＫＣ－ＦＴ１ＪＨＢＡ）。 

３月１５日 災害救助工作車配置（日野ＫＣ－ＦＴ１ＪＨＢＡ）。 

３月２６日 東部分署旧庁舎解体・車庫新設（鉄骨ＡＬＣ建１階２７０㎡）、車庫シャッターに防火

イラスト画を採用する。
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３月２９日 緊急消防援助隊要綱（平成７年１０月３１日施行）に規定する埼玉県の緊急消防援助

隊編成に後方支援部隊として、戸田市１隊登録される。 

５月２８日 広報連絡車更新（ニッサンＥ－ＫＡＪＣ２３）。 

１１月 １日 東部分署水槽付ポンプ自動車増車（水１,５００ｌ）。 

１１月 ３日 元戸田市消防団第３分団長、小山伊三郎氏、勲六等瑞宝章受章。 

１２月２７日 消防本部司令車更新（トヨタクラウンＥ－ＪＺＳ１５１）。 

平成９年   ３月２６日 戸田市少年消防クラブ、全国少年消防クラブ運営指導協議会より優良少年消防クラブ

表彰旗を授与される。 

３月３０日 第１分団詰所兼災害待機所新築（鉄骨ＡＬＣ造２階建１６３．１４㎡）。 

３月３１日 戸田市消防団長、金子富男氏退団する。 

４月 １日 戸田市消防団長に大貫清明氏就任する。 

４月２９日 元戸田市消防団長、秋元利夫氏、勲六等単光旭日章受章。 

６月 １日 戸田市応急手当の普及啓発活動の推進に関する実施要綱を施行する。 

９月２４日 市議会に広域行政等推進特別委員会設置、委員１２名。 

９月３０日 西部分署災害支援用品保管庫兼車庫新築（１００㎡）。 

１１月 ３日 元戸田市消防団長、石田昭三氏、勲六等単光旭日章受章。 

１１月１９日 西部分署指揮車更新（マツダＥ－ＧＶ８Ｗ ＳＸ）。 

１１月２７日 西部分署水槽付ポンプ自動車更新（日野ＫＣ－ＦＤ１ＪＥＢＡ ｵ-ﾄ T/M）。 

平成１０年  １月２４日 第３分団普通ポンプ車更新（三菱ＫＣ－ＦＥ５６８Ｂ改）。 

３月２０日 消防無線機基地局等改修、全国共通波２波増波する。 

３月３０日 斎藤純忠氏、６期２４年市長を勤め引退する。 

３月３１日 戸田市長に神保国男氏就任する。 

４月２９日 元戸田市消防副団長、奥墨良治氏、勲六等単光旭日章受章。 

５月 １日 戸田市消防署組織規程の一部改正により救助隊が東部分署へ。 

５月１８日 高速埼玉大宮線、戸田市美女木と与野市与野の８㎞区間開通する。 

６月 ６日 荒川左岸水害予防組合水防演習、彩湖・道満グリーンパークにて行われる。 

９月３０日 和光市消防本部の組合移行に伴い、和光市との消防相互応援協定締結廃止。 

１０月２２日 第１分団普通ポンプ自動車更新（三菱ＫＣ－ＦＥ５６８Ｂ改）。 

１０月２８日 可搬ポンプ積載車更新（いすゞＫＣ－ＮＰＲ７０ＬＹＲ）。 

平成１１年  ３月１２日 高規格救急自動車導入（トヨタＧＢ－ＶＣＨ３２Ｓ）。 

４月 １日 戸田市行政手続条例施行。 

５月 １日 高規格救急自動車運用開始。 

６月 １日 高規格救急自動車への救急医療機関体験試乗実施。 

８月 １日 戸田市情報公開条例、戸田市個人情報保護条例施行。 

８月 １日 正午のサイレン吹鳴中止。 

１１月１２日 資機材運搬車更新（三菱ＫＫ－ＦＥ５０ＥＢ）。 

１１月２４日 小型動力ポンプ付水槽車更新（日野ＫＣ－ＦＲ２ＰＬＥＡ）。 

平成１２年  ３月３１日 戸田市消防団長、大貫清明氏退団する。 

４月 １日 戸田市消防団長に春山庄一郎氏就任する。 

５月２４日 県防災航空隊の協力による患者搬送訓練を実施する。 

６月２３日 患者等搬送事業者の第１号を認定する。 

７月１４日 関東地区救助技術指導会が戸田市で開催される。 

７月１９日 戸田市建設業協会より可搬式消防ポンプ（シバウラＳＦ６５６Ｍ）を寄贈される。 

１０月３０日 第５分団普通ポンプ自動車更新（三菱ＫＫ－ＦＥ５３ＥＢ改）。 

１０月３０日 第６分団普通ポンプ自動車更新（三菱ＫＫ－ＦＥ５３ＥＢ改）。 

平成１３年  ３月３１日 戸田市消防長、瀬川岩男氏退職する。 

３月３１日 戸田市消防団長、春山庄一郎氏退団する。 

４月 １日 戸田市消防長に長谷川明邦氏就任する。 

４月 １日 戸田市消防団長に杉崎繁雄氏就任する。 

４月 １日 組織機構の改正による主幹制の全面実施。 

平成１４年  １月 ８日 本署水槽付ポンプ自動車更新（三菱ＫＫ－ＦＫ６１ＨＥ改）。 

３月 ４日 東部分署高規格救急自動車更新（トヨタＧＥ－ＶＣＨ３２Ｓ）。 

３月３１日 戸田市消防団長、杉崎繁雄氏退団する。 

４月 １日 戸田市消防団長に萩原正秋氏就任する。 

４月 １日 戸田市消防署組織規程の一部改正により、本署、東部分署、西部分署の消防力の平均 

化と、消防署組織の規模に応じた指揮命令系統の見直しを実施。 

４月２９日 元戸田市消防団長、金子富男氏、勲五等瑞宝章受章。 

６月 １日 荒川左岸水害予防組合水防演習、彩湖・道満グリーンパークにて行われる。 
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平成１５年  ２月 １日 消防緊急通信指令システム更新。 

３月 ６日 西部分署高規格救急自動車更新（トヨタＴＣ－ＶＣＨ３２Ｓ）。 

３月３１日 戸田市消防長、長谷川明邦氏市長部局出向。 

４月 １日 戸田市消防長に堀内正夫氏就任する。 

５月３０日 庶務連絡車更新（マツダＵＡ－ＤＹ３Ｗ）。 

６月１２日 元戸田市消防団長、小山徳次氏、死没叙勲、勲五等双光旭日章受章。 

８月１５日 戸田市火災予防査察規程、戸田市火災予防違反処理規程を施行する。 

１１月 ４日 第７分団普通ポンプ自動車更新（いすゞＫＲ－ＮＫＲ８１ＧＮ）。 

平成１６年  ３月３１日 戸田市消防長、堀内正夫氏退職する。 

４月 １日 戸田市消防長に中村善太郎氏就任する。 

４月 １日 消防組織法改正により、緊急消防援助隊が法制化され施行となる。 

  ９月１７日 武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律（法律第１１２条）が

施行される。 

１０月２３日 新潟県中越地震発生。 

１０月２４日 緊急消防援助隊後方支援部隊として新潟県小千谷市に派遣。 

平成１７年  ２月２８日 西部分署庁舎耐震補強工事が完了する。 

３月３１日 戸田市消防長、中村善太郎氏退職する。 

３月３１日 戸田市消防団長、萩原正秋氏退団する。 

４月 １日 戸田市消防長に川端嘉治氏就任する。 

４月 １日 戸田市消防団長に大沼一哉氏就任する。 

４月２９日 元戸田市消防副団長、永井日出男氏、春の叙勲瑞宝単光章受章。 

４月２９日 元戸田市消防司令、奥墨富雄氏、第４回危険業務従事者叙勲瑞宝単光章受章。 

６月２５日 荒川左岸水害予防組合水防演習、彩湖・道満グリーンパークにて行われる。 

 １１月 ３日 元戸田市消防司令、木村通氏・坂田肇氏・荘野精康氏、第５回危険業務従事者叙勲瑞

宝単光章受章。 

１１月１０日 消防署指揮車更新（トヨタＣＢＡ－ＡＺＴ２４１Ｗ）。 

平成１８年  ２月 ８日 本署高規格救急自動車更新（トヨタＴＣ－ＶＣＨ３２Ｓ）。 

２月１０日 消防本部査察車更新（ニッサンＴＣ－ＳＫ８２ＶＮ）。 

３月３１日 戸田市消防長、川端嘉治氏退職する。 

４月 １日 戸田市消防長に森茂善一氏就任する。 

４月２９日 元戸田市消防団長、春山庄一郎氏、春の叙勲瑞宝単光章受章。 

４月２９日 元戸田市消防司令、原島勝征氏、第６回危険業務従事者叙勲瑞宝単光章受章。 

１０月 １日 戸田市市制施行４０周年記念式典が行われる。 

１０月１８日 消防署東部分署指揮車更新（マツダＤＢＡ－ＤＹ５Ｗ）。 

１０月２０日 戸田市予防技術資格者認定運用要綱を施行する。 

１０月２５日 第２分団普通ポンプ自動車更新（いすゞＰＢ－ＮＫＲ８１Ｎ）。 

平成１９年  ３月３１日 戸田市消防長、森茂善一氏退職する。 

３月３１日 戸田市消防団長、大沼一哉氏退団する。 

４月 １日 戸田市消防長に石井敏道氏就任する。 

４月 １日 戸田市消防団長に飯島義男氏就任する。 

４月２９日 元戸田市消防団長、杉﨑繁雄氏、春の叙勲瑞宝単光章受章。 

７月１３日 元戸田市消防団長、大貫清明氏、死没叙勲、瑞宝単光章受章。 

１１月２６日 東部分署水槽付ポンプ自動車更新（ニッサンＢＤＧ－ＬＫ３６Ｃ改）。 

１２月 ７日 化学車更新（ニッサンＢＤＧ－ＬＫ３６Ｃ改）。 

１２月２１日 東部分署庁舎耐震補強工事が完了する。 

平成２０年  ３月 ７日 戸田市少年少女消防クラブ、財団法人日本防火協会より優良少年少女消防クラブとし

て表彰される。 

３月３１日 戸田市消防団長、飯島義男氏退団する。 

４月 １日 戸田市消防団長に林魂明氏就任する。 

６月２８日 荒川左岸水害予防組合水防演習、彩湖・道満グリーンパークにて行われる。 

１１月１４日 本署高規格救急自動車更新（トヨタＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ）。 

平成２１年  １月１５日 消防署救助工作車更新（日野ＢＤＧ－ＧＤ７ＪＧＷＡ改）。 

３月３１日 戸田市消防団長、林魂明氏退団する。 

４月 １日 戸田市消防団長に秋元德夫氏就任する。 

４月２９日 元戸田市消防団第２分団長、熊木清高氏、春の叙勲瑞宝単光章受章。 

１０月１５日 第４分団普通ポンプ自動車更新（日野ＢＤＧ－ＸＺＵ３３４Ｍ）。 

１０月１９日 消防本部査察車更新（マツダＤＢＡ－ＣＣＥＦＷ）。 

１１月 ３日 元戸田市消防団長、萩原正秋氏、秋の叙勲瑞宝単光章受章。 
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１２月１１日 消防署梯子車更新（１５ｍ・日野ＢＤＧ－ＧＤ７ＪＧＷＡ改）。 

平成２２年  ２月 ２日 東部分署高規格救急自動車更新（トヨタＣＢＦ－ＴＲＨ２２１Ｓ）。 

３月３１日 戸田市消防長、石井敏道氏退職する。 

４月 １日 戸田市消防長に小池佳且氏就任する。 

６月１０日 元戸田市消防司令長、蓮沼義雄氏、死没叙勲、瑞宝双光章受章。 

 １１月 ３日 元戸田市消防監、瀬川岩男氏、元戸田市消防司令長、水村廣氏、第１５回危険業務従

事者叙勲瑞宝双光章受章。 

１２月 １日 消防署水槽付ポンプ自動車更新（日野ＢＤＧ－ＧＤ７ＪＧＷＡ改）。 

１２月１５日 東部分署サイレン吹鳴装置更新工事が完了する。 

平成２３年  １月１４日 西部分署高規格救急自動車更新（トヨタＣＢＦ－ＴＲＨ２２１Ｓ）。 

３月１１日 東日本大震災発生。 

３月２６日 緊急消防援助隊後方支援部隊として福島県（本宮市、福島市）に派遣（５月４日まで）。 

６月２５日 荒川左岸水害予防組合水防工法実技訓練、彩湖・道満グリーンパークにて行われる。 

９月 ５日 東部分署梯子車更新（３５ｍ・ＬＤＧ－ＦＲ１ＡＰＢＡ）。 

１１月 ３日 元戸田市消防副団長、植野忠義氏、秋の叙勲瑞宝単光章受章。 

平成２４年  １月２４日 消防署指揮車更新（トヨタＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ）。 

３月１６日 消防署災害支援車更新（いすゞＳＤＧ－ＦＲＳ９０Ｓ１）。 

３月３１日 戸田市消防団長、秋元德夫氏退団する。 

４月 １日 戸田市消防団長に野島政雄氏就任する。 

４月２９日 元戸田市消防団長、大沼一哉氏、春の叙勲瑞宝単光章受章。 

１１月 ３日 元戸田市消防団第６分団長、栗原清氏、秋の叙勲瑞宝単光章受章。 

１２月 ３日 東部分署水槽付ポンプ自動車更新（日野ＳＤＧ－ＧＤ７ＪＧＡＡ改）。 

平成２５年  ３月３１日 戸田市消防長、小池佳且氏退職する。 

４月 １日 戸田市消防長に矢口弘氏就任する。 

４月２９日 元戸田市消防司令長、小林洋一氏、第２０回危険業務従事者叙勲瑞宝双光章受章。 

１１月 ３日 元戸田市消防監、堀内正夫氏、第２１回危険業務従事者叙勲瑞宝双光章受章。 

１２月 ２日 第３分団普通ポンプ自動車更新（日野ＴＫＧ－ＸＺＵ６４０Ｍ）。 

１２月 ２日 消防署水槽付ポンプ自動車更新（日野ＳＤＧ－ＧＸ７ＪＧＡＡ改）。 

平成２６年  １月２１日 消防署高規格救急自動車更新（トヨタＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ）。 

３月３１日 戸田市消防長、矢口弘氏退職する。 

３月３１日 戸田市消防団長、野島政雄氏退団する。 

４月 １日 戸田市消防長に森谷精太朗氏就任する。 

４月 １日 戸田市消防団長に石井義和氏就任する。 

４月２９日 元戸田市消防司令、小山修司氏、第２２回危険業務従事者叙勲瑞宝単光章受章。 

６月２８日 荒川左岸水害予防組合水防演習、彩湖・道満グリーンパークにて行われる。 

１０月 ８日 第１分団普通ポンプ自動車更新（日野ＴＫＧ－ＸＺＵ６４０Ｍ）。 

１１月 ３日 元戸田市消防団長、飯島義男氏、秋の叙勲瑞宝単光章受章。 

平成２７年  ２月２３日 高機能消防指令システム及び消防救急デジタル無線システムが運用開始。 

３月１３日 小型動力ポンプ付水槽車更新（日野ＱＰＧ－ＦＲ１ＡＰＥＡ）。 

３月３１日 戸田市消防団長、石井義和氏退団する。 

４月 １日 戸田市消防団長に針替一浩氏就任する。 

４月 １日 高機能消防指令センター運用開始（消防無線のデジタル化）。 

４月 １日 戸田市消防署組織規程の一部改正により、３交代制（３部制）を実施。 

  ４月 １日 戸田市消防団条例を、機能別消防団の導入、団員定数を「９４人から１２４人」に、

入団資格を市内在住・在勤の「１８歳から５５歳未満」に、「休団制度」の導入、日額

費用弁償の増額「2,800円から 3,500円」に加算支給にと一部改正を実施。 

４月 １日 戸田中央総合病院において派遣型救急ワークステーションの設置。 

４月 ２日 元戸田市消防団長、野島政雄氏、死没叙勲、瑞宝単光章受章。 

４月２９日 元戸田市消防監、中村善太郎氏、第２４回危険業務従事者叙勲瑞宝双光章受章。 

４月２９日 元戸田市消防団長、林魂明氏、春の叙勲瑞宝単光章受章。 

７月 １日 機能別消防団員が誕生。（１２名） 

９月 ９日 戸田市消防団機能別分団発足。 

１１月 ３日 元戸田市消防副団長、熊木勝氏、秋の叙勲瑞宝単光章受章。 

 １１月１７日 日本消防協会より消防団防災学習・災害活動車両（ＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｋ）が寄贈

される。 

平成２８年  １月１５日 消防署高規格救急自動車更新（トヨタＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ）。 

３月 ６日 戸田市消防団、消防庁長官から消防団等地域活動表彰を受賞。 

４月２９日 元戸田市消防監、川端嘉治氏、第２６回危険業務従事者叙勲瑞宝双光章、元戸田市消
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防司令、横山曻氏、第２６回危険業務従事者叙勲瑞宝単光章受章。 

４月２９日 元戸田市消防団第６分団長、峯岸榮一氏、春の叙勲瑞宝単光章受章。 

  ５月３０日 戸田市消防団長、針替一浩氏、埼玉県消防協会副会長・埼玉県消防協会第１ブロック

会長に就任する。 

１０月 １日 戸田市市制施行５０周年記念式典が行われる。 

１１月 ３日 元戸田市消防司令、浅香善正氏、第２７回危険業務従事者叙勲瑞宝単光章受章。 

平成２９年 ３月 １日 元戸田市消防団第６分団長、中村昭三氏、高齢者叙勲瑞宝単光章受章。 

３月 ３日 消防署資器材搬送車更新（日野ＴＫＧ－ＸＺＵ７７５Ｍ）

４月２９日 元戸田市消防監、森茂善一氏、第２８回危険業務従事者叙勲瑞宝双光章。 

４月２９日 元戸田市消防司令、萩原正一氏、第２８回危険業務従事者叙勲瑞宝単光章受章。 

４月２９日 元戸田市消防団長、秋元德夫氏、春の叙勲瑞宝単光章受章。 

６月 １日 消防本部庁舎南側隣接地取得（756.59平方メートル）。 

６月１９日 消防本部外壁及び屋上防水改修工事。 

６月２４日 荒川左岸水害予防組合水防演習（戸田市・彩湖道満グリーンパーク） 

平成３０年  ３月 １日 消防署資器材搬送車更新（日野ＴＫＧ－ＸＺＵ７７５Ｍ）。 

３月 ６日 消防署災害対応特殊水槽付消防ポンプ車更新（日野２ＫＧ－ＧＸ２ＡＢＡ）。 

３月３０日 神保国男氏、５期２０年市長を勤め引退する。 

３月３１日 戸田市長に菅原文仁氏就任する。 

３月３１日 戸田市消防団長、針替一浩氏退団する。 

４月 １日 戸田市消防団長に酒井久之氏就任する。 

４月 １日 戸田市消防表彰取扱要綱の改正。 

４月 １日 戸田市消防団条例を、入団資格を市内在住・在勤の「１８歳以上のもの」、基本団員の

定年を「６５歳」、班長以上の階級にある基本団員の定年を「７０歳」にと一部改正を

実施。 

４月２９日 元戸田市消防司令長、吉住達三氏、第３０回危険業務従事者叙勲瑞宝双光章受章。 

４月２９日 元戸田市消防司令、大泉信一氏・澤登正勝氏、第３０回危険業務従事者叙勲瑞宝単光

章受章。 

４月２９日 元戸田市消防副団長、荻野眞一氏、春の叙勲瑞宝単光章受章。 

  ５月３０日 元戸田市消防団団長、針替一浩氏、埼玉県消防協会副会長・埼玉県消防協会第１ブロ

ック会長を退任する。 

１０月 １日 元戸田市消防団第１分団分団長、荘安右衛門氏、高齢者叙勲瑞宝単光章受章。 

１０月１６日 消防署高規格救急自動車更新（トヨタＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ）。 

１１月 ３日 元戸田市消防司令、新井孝行氏・藤田信夫氏、第３１回危険業務従事者叙勲瑞宝単光 

章受章。 

１１月 ３日 元戸田市消防団副団長、江口一雄氏、秋の叙勲瑞宝単光章受章。 

  １２月２７日 戸田市消防本部、埼玉県消防学校への救急車寄贈に伴い、埼玉県知事、上田清氏から

感謝状を贈呈される。 

平成３１年 ３月 ５日 公益財団法人日本消防協会会長より優良消防団として表彰旗を授与される。 

３月３１日 戸田市消防長、森谷精太朗氏退職する。 

４月 １日 戸田市消防長に栃本由兼氏就任する。 

令和元年 ５月２１日 元戸田市消防司令、庄野晴夫氏、第３２回危険業務従事者叙勲瑞宝単光章受章。 

７月１２日 無人航空機（ドローン）導入。 

１０月 １日 水害対策資器材（水上バイク）導入。 

１１月 ３日 元戸田市消防司令、荻野秀夫氏、第３３回危険業務従事者叙勲瑞宝単光章受章。 

１１月 ３日 元戸田市消防団団長、石井義和氏、秋の叙勲瑞宝単光章受章。 

１１月２２日 消防署高規格救急自動車更新（トヨタＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ） 

 １２月１４日 戸田市消防団条例の一部改正、欠格条項の「成年被後見人又は被保佐人」を削除、免

職を懲戒免職に改める。 

令和２年 ３月３１日 戸田市消防団長、酒井久之氏退団する。 

４月 １日 戸田市消防団長、清水稔氏就任する。 

４月 １日 消防職員定数 １６８名。 

４月２９日 元戸田市消防監、石井敏道氏、第３４回危険業務従事者叙勲瑞宝双光章受章。 

４月２９日 元戸田市消防団分団長、金子一雄氏、春の叙勲瑞宝単光章受章。 

１０月 ７日 小型動力ポンプ付水槽車更新（日野２ＲＧ－ＸＺＵ６４０Ｍ） 

１１月 ３日 元戸田市消防司令、竹内秀幸氏、第３５回危険業務従事者叙勲瑞宝単光章受章。 

１１月 ３日 元戸田市消防団副分団長、永井一夫氏、秋の叙勲瑞宝単光章受章。 

令和３年 ２月 ５日 消防署高規格救急自動車増車（トヨタ３ＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ） 

２月２６日 東部分署庁舎改修工事。 
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３月３１日 戸田市消防長、栃本由兼氏退職する。 

４月 １日 戸田市消防長に再任用として栃本由兼氏就任する。 
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